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蘭
学
通
り
（
壬
生
大
通
り
｀心りj=

が

－－－･.≒･-:a、

歩
道
の
拡
幅

歩
道
と
車
道
の
段
差
も
解
消

電線類が地中化され街並みがー新した蘭学通り

　
平
成
ア
年
度
か
ら
、
県
で
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
県
道
小

山
・
壬
生
線
の
一
部
（
整
備
区
間

２
８
６
ｍ
）
が
、
こ
の
程
完
成
し

ま
し
た
。

整
備
さ
れ
る
前
の
蘭
学
通
り

部

完ﾚ

　
県
道
小
山
・
壬
生
線
（
壬
生
大

通
り
）
は
、
幕
末
・
維
新
当
時
、

斎
藤
玄
昌
や
五
十
嵐
順
知
を
は
じ

め
と
し
た
、
多
く
の
蘭
方
医
た
ち

が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
蘭

学
通
り
と
名
付
け
、
歴
史
的
雰
囲

気
を
か
も
し
出
す
た
め
、
電
線
類

の
地
中
化
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
　
電
線
類
が
地
中
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
歩
道
の
拡
幅
及
び
歩
道

と
車
道
の
段
差
の
解
消
が
図
ら
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、
障
害
者

に
や
さ
し
い
道
路
空
間
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　
現
在
町
で
は
、
「
く
ら
し
の
み
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
「
大
手
門

通
り
」
、
「
御
用
水
通
り
」
の
整
備

を
進
め
て
お
り
、
壬
生
の
歴
史
と

自
然
に
恵
ま
れ
た
特
性
を
生
か
し

゛゛心

W

成･'

.

j･………･･7771'

1
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た
、
住
民
の
誇
り
と
な
る
豊
か
で

魅
力
あ
る
道
づ
く
り
・
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

整
備
の
進
む
大
手
門
通
り



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
φ
φ
ｓ
夕
ｖ
ｖ
ｚ
λ
ン
φ
１
１
％
％
％
％
♂

蘭
学
通
り
の
一
部
完
成
を
記
念
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繭
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テ
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バ
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闇
か
れ

ぃ
る

　
電
線
煩
が
地
中
化
さ
れ
た
蘭
学
通
り

足
生
大
通
り
）
の
一
部
完
成
を
記
念
し

た
栄
町
商
店
街
主
催
（
増
田
美
桔
実
行

委
員
長
）
に
よ
る
こ
閤
学
通
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
が
８
月
９
日
、
蘭
学
通
り

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
大
通
り
が
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
広
く
な
っ
た
歩
道
に
模
擬
店
が
数

多
く
並
び
、
リ
フ
ト
車
を
使
い
地
上
1
0

ｍ
か
ら
通
り
が
一
望
で
き
る
蘭
学
タ
ワ

ー
や
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
も
楽
し
め
た
ほ

か
、
月
か
げ
幼
椎
園
園
児
に
よ
る
お
ゆ

う
ぎ
会
や
壬
生
寺
保
育
園
の
円
仁
太
鼓
、

宇
都
宮
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
夕
べ
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
数
多
く
の
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
職
員
有
志
に
よ
る
通
り
名

の
由
来
に
も
な
っ
た
蘭
方
医
こ
翌
勝
玄

昌
、
西
洋
式
砲
術
の
友
平
栄
や
壬
生
城

主
鳥
居
恵
美
、
悪
党
大
師
壬
生
円
仁
な

ど
壬
生
町
の
生
ん
だ
偉
人
た
ち
に
扮
し

た
仮
装
行
列
も
行
わ
れ
、
太
ぜ
い
の
人

で
賑
わ
い
、
電
線
の
な
い
空
の
下
で
の

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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蘭
学
タ
ワ
ー
よ
り
蘭
学
通
り
を
望
む

教育上の悩みを　　Ｉ

　　　お持ちの方へ；

　教育相談員が、皆さまの悩みの解決にご援助い

たします。

づ,｀……………………･-一一-･一一,心･,....z.....

ク,-iiこごｙヽ,

－ヽ勇
ま
し
く
華
麗
な

　
　
　
円
仁
太
鼓
（
壬
生
寺
保
育
園
）

月
か
け
幼
稚
園
園
児
の

　
か
わ
い
い
お
ゆ
う
ぎ
も

　
　
　
　
　
　
披
露
さ
れ
る

相談方法

　a圖D

　　相談専用電話�８２－４１１４

　　　　　(留守番電話になることがあります)
　麺一瓢圖

　　〒321－02壬生町通町12番22号

　　　　　壬生町教育委員会教育相談係宛て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
蘭
学
タ
ワ
ー

儡醍謳圖

　相談者と日時・場所等を決めます。

　◇主な相談対象者は、原則として児童・生徒

　　本人、保護者やその関係者です。

　◇匿名の相談にも応じています。

　◇相談内容についての秘密は厳守いたします。

{固唾D

　不登校、いじめ、家庭教育、心身の障害によ

　る教育上の悩み等がありましたら、ぜひご相

　談ください。

３
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と
毎
日
を
お
く
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

周
囲
の
発
想
も
必
要
な
の
で
す
。

　
趣
味
に
せ
よ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
せ
よ
、
自
ら
選

び
、
自
ら
実
践
す
る
こ
と
で
毎
日
を
充
実
さ
せ
、

そ
し
て
経
験
皐
か
な
人
生
の
先
輩
と
し
て
若
い

∧
七
言
と
も
▽
土
止
９
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
…
…
」
・
・
・
」
゛
‘
・
、
一
一
‘
一
‘
」
」
一
ト
　
九
二
き
生
き

　
　
　
　
　
き
、
自
分
だ
け
の
新
し
い
生
活
が
待
っ

仕
事
や
育
児
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
と

長

寿

を

　
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
町
長
の
高

齢
者
訪
問
が
８
月
2
7
日
か
ら
９
月
２
日

の
５
日
間
行
わ
れ
、
町
長
以
下
町
執
行

部
が
9
0
膜
以
上
の
方
１
４
０
人
の
お
宅

を
訪
問
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
町
か
ら
の
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し

ま
し
た
。
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町
の
最
高
齢
者
は
、
中
表
町
の
和
貝

ハ
ナ
さ
ん
で
、
明
治
2
9
年
５
月
1
4
日
生

ま
れ
の
皿
歳
で
す
。
男
性
の
最
高
齢
者

は
、
上
表
町
の
新
本
寡
言
さ
ん
で
明
治

3
4
年
１
月
3
0
日
生
ま
れ
の
9
6
歳
で
す
。

て
い
ま
す
。
若
い
日
の
思
い
出
も
大
切

で
す
が
、
過
去
ば
か
り
振
り
返
っ
て
ば

お

祝

い
元気に町長の訪問を迎える関本圃平さん(96歳・写真右)

が
り
で
は
困
り
ま
す
。
あ
な
た
だ
け
の

個
性
と
テ
ー
マ
を
見
き
わ
め
て
、
思
い
っ

き
り
好
奇
心
を
羽
ば
た
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
ｊ
‐
－

　
こ
れ
か
ら
が
人
生
を

　
　
　
　
一
層
充
実
で
き
る

一
　
卜
ｒ
♂
－
－
　
　
　
－
－

　
社
会
生
活
の
一
線
を
退
い
て
も
、
家

族
の
だ
ん
ら
ん
、
友
人
と
の
付
き
合
い

な
ど
、
人
的
交
流
が
積
極
的
な
人
生
の

た
め
に
は
必
要
で
す
。
自
分
一
人
で
閉

じ
こ
も
ら
ず
、
よ
い
意
味
で
ラ
イ
バ
ル

を
見
つ
け
れ
ば
、
豊
か
な
生
活
の
原
動

力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
長
生
き
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
は
皆
、

若
い
と
き
に
劣
ら
ず
何
か
熱
中
で
き
る

仕
事
や
趣
味
を
持
っ
て
い
て
、
自
然
に

知
力
・
体
力
の
鍛
練
を
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
に
は
、
年
齢
の
制
限
を
受
け
ず

かﾌ弓に
活
躍
で
き
る
場
所
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
前
向
き
な
生
き
方
は
、
人
間
的

な
魅
力
に
も
な
り
ま
す
。

　
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
納
得
い
く
人
生
を

送
る
に
は
、
具
体
的
な
目
標
が
必
要
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
積
み
上

げ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
思
い
ど

お
り
に
い
か
な
く
て
も
、
弱
気
に
な
る

の
は
禁
物
。
目
標
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、

き
っ
と
あ
な
た
ら
し
い
人
生
が
築
け
ま

す
。

　
皿
一
諾
パ
ー
ト
・
‐
1
1
‐
・
’
－
は
、
身
混
入

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
。

　
若
い
こ
ろ
の
活
発
な
交
友
関
係
も
、

年
と
と
も
に
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
人

間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

寂
し
さ
や
孤
独
を
は
ね
の
け
る
た
め
に

も
、
同
窓
生
、
近
親
の
人
な
ど
、
利
害

を
超
え
た
と
こ
ろ
で
本
音
を
言
い
合
え

る
身
近
な
人
を
犬
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
４

　
　
健
康
づ
く
り

◇
定
期
健
診
を
忘
れ
ず
に

　
社
会
的
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
に

は
、
ま
ず
休
の
健
康
が
必
要
で
す
。
病
気

も
早
期
発
見
が
望
ま
し
く
、
少
な
く
て

も
年
一
回
の
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
老
人
保
健
法
に
よ
り
、
4
0
歳
以
上

の
人
は
健
康
診
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
、
町
の
健
康
相
談
な
ど
も
大
い
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
防
止

の
た
め
に
も
外
出
の
機
会
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

◇
食
事
と
健
康
法

　
健
康
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
フ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
り
、
適
度
な
運

動
、
休
養
を
と
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

ま
た
質
の
高
い
、
効
率
的
な
栄
養
補
給

が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム

　
を
十
分
に
摂
る

○
野
菜
、
海
藻
、
芋
を
た
っ
ぷ
り
と
る

○
動
物
性
脂
肪
も
ほ
ど
ほ
ど
に
は
必
要

○
塩
分
は
一
日
１
０
グ
ラ
ム
以
下
に

○
食
事
は
一
日
３
回
、
規
則
正
し
く

◇
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
持
つ

　
ふ
だ
ん
気
軽
に
相
談
で
き
る
医
師
が

い
れ
ば
安
心
で
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
異
常
を
感
じ
た
ら

早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

W
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中　表　町 明治29年５月14日 101 和　　貝　ハ　ナ 横　綱

中　　　泉

しもつけ荘

明治31年３月27日

明治33年１月14目

99

97

川　　又　　ム　　メ

長　　戸　　ヤ　　工

犬　関 鈴　　木　　キ　　セ

前　　原　　ト　　シ
98

97

明

明

白32年６月28日

台33年２月６日

しもつけ荘

栄　　　町

安塚南部

上　通　町

上　表　町

下　横　町

至宝灯南

下　　　町

上　　　田

明

明

明

明

明

明

明

白33年３月30目

白33年５月15口

白34年１月30口

合34年フ月15口

白34年９月11口

合34年10月Iﾌ口

白34年12月12口

97

97

96

96

96

96

96

佐　　藤　　ツ　　ネ

田　　中　　フ　　ミ

新　　本　　春　　吉

鈴　　木　　　長

田　　巾　　ヨ　　シ

賀　　長　　ア　　午

飯　塚　キクノ

関　脇 平　　潭　　マ　　サ

関　　本　　國　　平

鈴　　木　　ト　　ヨ

鈴　　木　　チ　　カ

藤　　栄　　ベ　　ン
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96

96

明治33年８月25日

明治34年２月７日

明治34年８月２日

明治34年９月21日

明治34年10月25日

至宝町南

東　ド　合

算　　　坪

上　表　町

牝　小　林

旭　　　町

福　和　田

安塚申失

明

明

明

幻5年６月13口

合35年９月14ロ

幻5年12月20目
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坂　　本　　誕　　垂

黒　　川　　ミ　　ヨ

舷　　田　　ツ　　ル

小　結 山　　川　　キ　　ク

荒　　川　　キ　　ン
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95

明治35年８月13日

明治35年９月20日

台　　　坪

上　新　町

釜　ケ　渕

中　表　町

六美町北部

稲葉下馬木

下　横　町

舟　　　町

国谷本田

圃谷新田

北　小　林

三　奸　町

場　　　湯

上　　　町

上　　　田

中　　　泉

本　　　郷

釜　ケ　渕

中　　　泉

木　　　郷

福　和　田

圃谷中央

幸町三丁目

城　　　南

下　表　町

城　　　内

安　塚　三

馬　　　湯

原　　　宿

馬　　　湯

鹿　　　烏

下　　　町

至宝町北

城　　　内

緑町一丁目

城　東　町

前　宿　坪

中　　　泉

万　　　町

緑町三丁目

今　　　井

台　　　宿

栄　　．一　町

万　　　町

福　和　田

東　下　台

駅　　　東

しもつけ荘

下　　　町

西　高　野

国谷中央

六美町南部二

安　塚　二

助　　　谷

北　小　林

鹿　　　島

万　　　町

城　東　町

壬生下馬水

上　　　町

北　小　林

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明
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明

明
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明

明
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明

明

明

明

明

明

明

明

明
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明
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明
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明

明

明

明

明

明

明

白36年１月17目

白36年３月Ｉ目

白36年３月26日

白36年４月25日

白36年６月28目

白36年10月16日

白36年11月５目

白36年日月17日

白36年12月16目

白37年１月13日

白37年２月10日

白37年２月20目

白37年４月15目

白37年８月４目

白37年９月21日

白37年11月18口

合37年12月１目

白38年１月15口

合38年３月１口

合38年３月15口

合38年４月10口

合38年４月25口

合38年５月15口

合38年６月３目

白38年６月27口

合38年９月２目

白38年10月15日

白38年Ｈ月３日

台38年12月５目

白39年１月15日

白39年１月27日

白39年３月２目

白39年３月23目

白39年４月12日

白39年５月27口

合39年フ月フ目

白39年８月２目

白39年８月22日

白39年10月26口

白39年11月１口

白40年１月１目

白40年２月15日

白40年２月21目

白40年３月５口

合40年４月16目

白40年５月１目

白40年５月10口

白40年５月19口

合40年５月29目

白40年６月17口

白40年７月30口

白40年８月５口

白40年８月20目

白40年10月４口

合40年10月24口

合40年10月31口

白40年11月19口

合40年12月15日

白40年12月25目
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出　丼　倉一郎

中　　村　　き　　よ

篠　　笥　　テ　　ウ

坂　　田　　ハ　　ツ

鈴　　木　　ハ　　ツ

宇賀神　タ　ネ

野　□　ともよ

高　　山　　午　　ン

鈴　　木　　シ　　ン

栗　　原　　タ　　ネ

橋　　本　　一　　郎

横　　倉　　午　　ヨ

森　　田　　マ　　ス

入　江　七五郎

小　　倉　　ヨ　　シ

若　　林　　タ　　メ

臼　　丼　　ト　　キ

板　　子　　長　　日

大豆生田舎一郎

赤羽根　恒　彊

塩　　沢　　　探

湯　　沢　　イ　　ク

　岸　　きくの

松　　本　　フ　　手

渡　　遍　　チ　　カ

丼　　上　　徳　　治

黒　　川　　タ　　ケ

橋　　本　　午　　ワ

鯉　　沼　　ワ　　カ

川　　場　　サ　　ク

戸　　館　　カ　　ヨ

三　　上　　マ　　ツ

鈴　　木　　昇　　吉

鮎　　田　　　要

海老沼　マ　ツ

中　　村　　圭　　作

大　　島　　政　　－

冨　　田　　か　ね

町　　田　　ウ　　メ

山　　□　　善　　吉

川　　上　　　輝

吉　　田　　ス　　イ

山　　崎　ハ　ル

小　　峰　　シ　　ズ

多賀谷　　毅

蓬　田　テヨノ

巾　　里　　徳　　海

後　　藤　　フ　　デ

石　　村　　チ　　ヱ

稲　　策　　ト　　午

飯　塚　ちとせ

粂　　川　　清　　居

館　　持　　シ　　ゲ

早乙女　ヨ　シ

高　　橋　　ま　　す

大　橋　　午　　ヌ

西　　葉　　マ　　サ

石　　嶋　　午　　ク

刀　　川　　藤　　羅
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鈴　　木　　レ　　ン

ニ　　宮　　つ　　ね

佐　　藤　　ツ　　ネ

岩　　崎　　牛　　ヨ

人　　見　　ヨ　　シ

戸　　館　　喜　　一

渡　　遁　　義　　親

赤　　木　　四　　郎

落　　合　　ツ　　ル

石　　塚　　正　　義

杉　　山　　こ　　と

石　　島　　タ　　ツ

用　　坂　　サ　　イ

高　　山　　マ　　サ

繭　藤　　イ　　ソ

海老潭　　継

渡　遵　岩五郎

鈴　　木　　タ　　メ

松　　本　　志　　ん

折　　原　　林　　松

吉　　丼　　真　　平

鈴　木　理一郎

福　　田　　ミ　　ヨ

舶　　原　廣　　吉

坂　　本　　た　　か

荒　　川　　ソ　　ヨ

栗　　原　　マ　　サ

石　　崎　　富　　子

田　　崎　　ハ　　郎

申　川　ナミノ

両　　木　　イ　　シ

申　　川　　ふ　み

清　　水　　カ　　ツ

水　　野　　シ　　ナ

奈　　良　ハ　ル

荒　　川　　キ　　イ

巾　　山　　フ　　サ

高　　山　　ハ　　ツ

青　　木　　イ　　シ

鈴　　木　喜　　勝

毛　　塚　　キ　　チ

寺　　内　　ハ　ル

川　　又　　ヨ　　シ

平　　加　　ツ　　ヤ

高　　木　ハ　　ツ

上　　野　　セ　　ウ

高　　山　　イ　　ソ

梁　　島　　タ　　ネ

栃　　木　　ナ　　ツ

別　　丼　ハ　ナ

塚　原　ヨシノ

宇　　丼　　　久

細　　谷　　平　　作

岡　　本　　清　　作

大　　橋　　ト　　キ

市　　川　　は　　な
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蝕6年２月27口

合36年３月15目

白36年３月28口

合36年６月５目

白36年フ月18口

合36年10月21目

白36年日月７口

合36年12月１口

射7年１月６目

白37年２月１日

射7年２月12日

蝕7年３月20目

引ﾌ年６月12目

的ﾌ年８月17日

射7年10月24日

蝕ﾌ年11月25目

白37年12月24日

蝕8年２月13目

的8年３月５目

白38年３月27日

蝕8年４月14目

白38年５月１日

白38年５月22目

的8年６月18口

合38年フ月４日

蝕8年９月13目

白38年10月25目

的8年11月22日

射8年12月23日

白39年１月18日

白39年２月10日

白39年３月17口

合39年４月５目

白39年４月22日

白39年５月30日

白39年フ月20口

白39年８月17口

合39年９月25目

白39年10月28日

蝕9年12月18目

白40年１月20目

白40年２月19口

合40年２月27日

白40年４月５口

合40年４月20目

白40年５月９目

白40年５月17口

合40年５月25目

白40年６月10日

白40年６月29日

白40年８月１口

合40年８月10目

白40年10月２目

白40年10月５口

白40年10月28口

白40年日月５口

合40年12月日口

合40年12月25日

しもつけ荘

万　　　町

壬生下馬木

下　表　町

中　　　泉

安　塚　一

栄　　　町

卒宝町北

しもつけ荘

東　下　台

下　　　町

壬生下高木

安塚南部

安　塚　二

百　高　野

至宝町南

中　　　泉

東　下　台

岡谷外道

安　塚　二

’ﾄﾞ　表　町

木　　　郷

城　　　雨

安　塚　－

しもつけ荘

田向稲荷内

緑町四丁目

上　　　町

落　　　合

仲　通　町

六美町南部－

上　長　田

城　　　宿

六美町南部二

仲　通　町

上　通　町

しもつけ荘

中　　　泉

至宝町北

田谷新田

上　通　町

至宝灯南

西　高　野

田向稲荷内

申　　　泉

至宝灯北

本　　　郷

しもつけ荘

仲　通　町

鹿　　　島

台　　　坪

中　　　央

しもつけ荘

六美町南部一

緑町二丁目

幸町一丁目

城　　　内

下　横　町
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増
大
す
る
ご

公
害
防
止

処

ご
み
鳶
却
・
薗
設

　
　
　
　
建
設
工
事
に
着
手

　
消
費
生
活
の
向
上
に
伴
い
排
出
さ
れ

る
ゴ
ミ
の
量
や
質
の
増
加
・
多
様
化
、

ま
た
各
種
公
害
防
止
対
策
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
９
・
1
0
年
度
の
２
ヵ
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
る
ご
み
焼
却

施
設
の
建
設
工
事
に
さ
き
が
け
８
月
７

日
、
建
設
予
定
地
の
壬
生
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
（
羽
生
田
）
に
お
い
て
、

建
設
請
負
業
者
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
現
敷
地
内
に
、
工
場

鍬
入
れ
の
儀
を
行
う

　
　
　
　
　
　
清
水
町
長

棟
、
管
理
棟
、
資
源
ご
み
保
管
庫
、
洗

車
場
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
准

連
続
炉
、
流
動
床
式
で
焼
却
能
力
1
6
時

間
7
0
ト
ン
　
（
1
6
時
間
3
5
ト
ン
×
２
炉
）

を
導
入
、
排
ガ
ス
処
理
設
備
は
、
乾
式

有
害
ガ
ス
除
去
装
置
や
集
じ
ん
装
置
と

し
て
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は

厚
生
省
の
「
ご
み
処
理
に
係
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
発
生
防
止
等
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
示
さ
れ
た
基
準
値
の
Ｏ
・
１

ｑ
一
匹
／
Ｎ
皿
以
下
と
さ
れ
、
低
騒
音

型
の
公
害
防
止
の
最
先
端
を
い
く
施
設

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
場
内
で
発
生
し
た
温
水
は
、

余
熱
利
用
と
し
て
場
内
の
給
湯
、
暖
房
、

隣
接
施
設
へ
の
給
湯
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

ヽ -

公証制度Ｑ＆Ａ

人事か鴛冑書や遺言書などは公正証書に‥゛

重要な取引をしたり遺言を残したりするときは、トラブル防止のた

　めに公正証書の作成をお勤めします。公正証書等に関することは、宇

　　　都宮公証人合同役場（宇都宮市小幡1－1－33佐久間ビル２階

　　　　�028－624－ 1 1 0 0）へお問い合わせください。相談は無料です。

刄|

公
証
制
度
っ
て
何
で
す
か
？

不
動
産
売
買
な
ど
の
大
切
な
契

約
書
や
遺
言
書
な
ど
に
つ
き
、

公
証
人
が
公
文
書
で
あ
る
公
正
証
書
を

作
成
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
図
る
制

度
で
す
。

　
公
証
人
は
、
長
年
、
裁
判
官
・
検
察

官
な
ど
を
務
め
た
法
律
の
専
門
家
の
中

か
ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
ま
す
。

　
全
国
に
約
５
５
０
人
い
ま
す
。

一
心
に
証
書
の
利
占
は
伺
で
す

Ｖ
ｊ
公
証
人
が
公
正
証
書
を
作
成
す

‐
≒
ｚ
‐
一

‐
１
宍
る
と
き
に
は
、
そ
の
内
容
が
法

規
に
か
な
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
助
言
し
て
く
れ
ま
す
。
関
係

者
が
十
分
に
納
得
し
た
も
の
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
う
え
、
こ
れ
は
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
が
、
金
銭
の
支
払
契
約
で
強
制

執
行
の
条
項
を
付
け
て
お
け
ば
、
相
手

が
支
払
い
の
約
束
に
違
反
し
た
場
合
、

そ
の
公
正
証
書
で
相
手
に
強
制
執
行
が

で
き
ま
す
。

　
　
公
正
証
書
を
作
成
し
た
い
と
き

日

ま
’

　
　
ｆ
‐
ｙ

Ｗ
よ
公
正
証
書
は
公
証
役
場
で
作
成

匠
‐
‘
Ｚ
・

１
‐
‐
膳
’
‐
‐
、
。
。
し
ま
す
。
公
証
役
場
は
、
公
証

人
が
公
正
証
書
の
作
成
、
定
款
や
一
般

私
文
書
の
認
証
、
確
定
日
付
の
付
与
な

ど
の
事
務
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
）

　
　
ど
ん
な
こ
と
が
公
正
証
書
に
多
　
　
６

曰

く
利
用
さ
れ
ま
す
か
？

皆
皆
‐
1
1
各
種
契
約
や
遺
言
な
ど
で
す
。

昂
ぶ
ぃ

ゴ
鷲
最
近
で
は
、
定
期
借
地
権
の
公

正
証
書
も
増
え
て
い
ま
す
。

日
Ｈ
付
言
万

九

1
｡
0
9
次０
　
０
ょ
う
な
利
占
が
あ
り
ま

①
遺
言
を
作
成
す
る
際
に
、
専
門
的
立

　
揚
か
ら
法
律
的
に
有
効
な
遺
言
で
あ

　
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
原

　
本
は
、
無
料
で
公
証
役
揚
が
保
管
し

　
て
い
ま
す
か
ら
、
な
く
な
っ
た
り
偽
造

　
さ
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
家
庭
裁
判

　
所
で
検
認
の
手
続
き
を
と
る
必
要
が

　
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
公
正
証
書

　
で
す
ぐ
登
記
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

　
ま
す
。

　
　
公
正
証
書
の
作
成
を
頼
む
と
き

ｌ

に
必
要
な
も
の
は
？

鵬
賢
采
公
正
証
書
を
作
る
場
合
に
は
、

首
回
り
公
証
役
場
へ
出
頭
し
た
人
が
本

人
で
あ
る
証
明
が
必
要
で
す
。
個
人
の

場
合
は
、
印
鑑
証
明
書
・
実
印
な
ど
。

法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
の
謄
本
・
抄

本
・
代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
・
代
表
者

印
な
ど
。
代
理
人
の
場
合
は
、
契
約
の

内
容
を
書
い
た
本
人
の
委
任
状
と
委
任

状
に
押
し
た
印
鑑
の
印
鑑
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。



平
成
1
0
年
度

・
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ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
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平
成
1
0
年
度
の
保
育
園
の
入
園
児
の
受
付
を
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
育
園
と
は
、
一

一
　
保
護
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病
気
療
養
中
の
た
め
に
十
分
な
保
育
を
す

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
お
子
さ
ん
を
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
す
る
こ

　
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
保
育
園
に
入
園
で
き
る
子
ど
も
は
、
一
・

　
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

　
っ
て
お
り
、
同
居
の
家
族
の
方
も
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

　
（
集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
い
か
ら
、
長
時
間
預
か
っ
て
も
ら
え
る
か
ら
、
或
い

ニ
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
、
入
園
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

　
①
家
庭
外
で
慟
い
て
い
る
と
き

・
②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
も
っ
て
い
る
と
き

・
③
病
気
や
け
が
又
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
き

　
④
病
人
や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
し
て
い
る
と
き

　
⑤
そ
の
他
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き

　
　
申
　
込
　
期
　
間

・
平
成
９
年
1
0
月
―
目
玉
）

　
　
　
　
　
　
～
1
0
月
３
１
日
（
言

保
育
園
の
見
学
会

　
申
込
期
間
中
、
保
育
園
の
見
学
会
を

実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
保
育
園
へ
見

学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
申
　
込
　
方
　
法

　
入
園
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
、
町
民
生
節
福
祉
課
及
び
各
保
育

園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

入
　
園
　
選
　
考

　
入
園
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
保
育
の

必
要
性
の
高
い
順
か
ら
入
園
決
定
を
し

ま
す
。
（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
　
入
　
園
　
決
　
定

　
申
請
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
１
月
ご
ろ
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

・
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

　
玉
曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0
分
ま
で
）

　
お
子
さ
ん
一
人
あ
た
り
の
保
育
に
か

か
る
経
費
は
、
国
、
県
、
町
の
負
担
と

一
部
は
保
護
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

育
料
と
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の

保
育
斜
は
原
則
と
し
て
、
入
園
児
童
の

父
母
の
税
額
（
前
年
分
の
所
得
税
額
、

前
年
度
分
の
住
民
税
額
及
び
固
定
資
産

税
額
）
に
応
じ
て
、
階
層
区
分
が
決
ま

り
ま
す
。

●
３
歳
未
満
児

　
昼
食
は
生
食
と
副
食
が
で
ま
す
。

　
お
や
つ
は
1
0
持
と
３
持
の
２
回
で
す
。

●
３
歳
以
上
児

　
昼
食
は
副
食
の
み
が
で
ま
す
の
で
、

　
主
食
は
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
や
つ
は
３
持
の
Ｉ
回
で
す
。

　
保
育
時
間
中
に
、
園
内
で
ケ
ガ
を
し

て
病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

◇
延
長
保
育

　
（
朝
）
午
前

○保育園の所在地

八

荒

８
時
3
0
分

　
　
（
夕
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時

　
○
保
育
の
条
件

　
　
　
状
況
を
調
査
し
、
必
要
と
認
め

　
　
ら
れ
た
場
合
、
一
定
以
上
の
希
望

　
　
者
が
い
る
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

　
○
保
育
料

　
　
　
保
育
料
に
延
長
保
育
料
が
加
算

　
　
さ
れ
ま
す
。

◇
障
害
児
保
育

　
　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
で
、

　
集
団
保
育
が
可
能
な
場
合
に
お
預
か

　
り
し
ま
す
。

◇
乳
児
保
育

　
　
産
休
（
育
休
）
明
け
の
乳
児
か
ら

　
お
預
か
り
し
ま
す
。

「
‰
で
合
せ
先
」

・
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
３

※新規人園児の人数は、各保育園の在籍児童数との

　関係により、決まります。

　………

子育て相談は各保育園へ

白………元ぐ,J保育園=では],づ………お子さﾗjんの……しづけや,……:…………

XIHjjtj=゜恋とぱの問題なぅどjJ……゜………子育ｸﾞご゜に関するjﾚﾂ…………ljj°

∧相談をお受けしていますレ‥‥‥1　　＜

　　お気軽にご相談ください。
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老
人
保
健
制
度
は
、
お
年
寄
り
の
疾
病
の
予

防
か
ら
治
療
、
機
能
訓
練
に
至
る
総
合
的
な
保

健
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
老
人
医
療
費

を
国
民
み
ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
目

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
老
人
保
健
制
度
に
基
づ
い
て
、

　
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
言

に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
7
0
歳
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
歳
）
に
な
る
と

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

国民医療費の推移

－
―
－
－
－
－
－
ｊ
１
１
－
―
－
－
－
－
－
―
－
―
－
－
―
－
Ｉ
Ｉ
１
１
１
－
―
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

健
康
診
査
、
健
康
相
談
や
各
種
の
健
康

リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
指
導
な
ど
さ
ま
ざ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
老

制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

を
技
け
る
の
で
は
な
く
、
本
人
が
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
を
軽
減
し
、
健
康
保

険
の
ほ
か
、
国
・
県
・
町
も
医
療
費
を

負
担
す
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
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平
成
８
年
度
の

壬
生
町
の
老
人
医

療
費
の
負
担
額

は
、
下
の
表
①
の

と
お
り
で
す
。

　
医
療
費
の
負
担

割
合
は
、
主
に
、

医
療
保
険
の
各
保

険
者
（
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
）

日
本
で
は

表①『平成８年度壬生町老人医療費の負担額』

　　　　　　　　　112,661,236円

だ
れ
も
が
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
加
入
し
、
お
金
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
で

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
急
速
な
年
齢
の
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
は
、
各
医
療
保
険
の
財
政
を
犬

120,760,0ｱﾌ

変
厳
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
老
人
医
療
費
は
急
増
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
る
と
、
さ
ら
に
負
担
が
重
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
医
療
保
険
制
度
そ
の
も

の
の
存
在
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
大
切
な
医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め

W

に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
を
有
効

に
使
う
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
健
康
診
断
を
積

極
的
に
受
け
て
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
上
手
に
医
療
を
受
け
て
、
犬
切
な
み

ん
な
の
医
療
費
を
有
効
に
使
い
、
よ
り

い
っ
そ
う
健
康
で
楽
し
く
豊
か
な
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

壬生町の老人医療の状況

(対象者数は各年度平均、医療費は一部負担金を含む)

８

老
人
医
療
費
制
度
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老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
『
健
康
保
険
証
』
　
一

『
健
康
手
帳
』
　

・
　

『
医
療
受
給
者
証
』
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
一

■ = -
　 － －

φ ･ 』 ゛ ･ ; ．

・ - 一 一

　
7
0
歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
6
5

歳
）
を
迎
え
る
誕
生
月
の
下
旬
に
、
役

場
福
祉
課
か
ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
通
知
と
印
鑑
・
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
役
場
福
祉
課
又

は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
『
健
康
手
帳
』

・
　
『
医
療
受
給
者
証
』
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
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医療機関の窓口で支払う一部負担金が、平成９年９月

１日から次のように変更になりました。
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誕
生
日
の
翌
月
―
日
か
ら
該
当
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
そ
の
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
申
請
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
6
5
歳
か
ら
老
人
医

　
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
定
の
障
害
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
○
障
害
年
金
１
・
２
級
の
方

　
○
身
体
障
害
者
手
帳
Ｉ
～
３
級
及
び

　
　
４
級
の
一
部
の
方

１回につき　　　500円

（１か月・４回まで）

１日につき　　1,000円

・内服薬（１日につき）

　・１種類　　　　　O円

　・２～３種類　　30円

　・４～５種類　　60円

　・６種類以上　100円

・外用薬（１回につき）

来○　外

○　入　　院

○･薬　剤

　(外来のみ)

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の

　
方
○
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
が
Ａ
の
方

　
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
老
人
医
療

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
翌
月
１
日
か

ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

い
Ｆ
釣
仁
ら
≒
ね
レ
斜
影
矢
に

　
老
人
医
療
は
、
各
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
新
た
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　・１種類　　　　50円

　　　　　　　　　　　　　・２種類　　　　100円

　　　　　　　　　　　　　・３種類以上　150円

　‥‥‥　‥‥‥‥・頓服薬（1/回につき）

　　　　　　　　　　　　　・１種類　　　　10円

※町民税非課税世帯で老齢福祉年金を受けでいる方

　は、入院時の一部負担金が１日500円に、外来時の

　薬剤の一部負担金が免除になります。

　該当する応は、役場福祉課に申請してください。

◇
住
所
や
加
入
保
険
が
変
わ
る
方
は

　
健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳
・
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、
連
や

か
に
役
場
福
祉
課
又
は
出
張
所
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
ノ
健
康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
を

懸
な
く
し
た
方
は

　
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
・
健
康

保
険
証
を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課
又
は

出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
原
則
と
し
て
、
加
害
者
が
医
療
費
を

支
払
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど

に
よ
り
老
人
医
療
で
治
療
を
受
け
た
い

と
き
は
、
必
ず
役
場
福
祉
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
第
三
者
行
為
傷
病
届
、
事

故
証
明
書
な
ど
指
定
す
る
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
費
用
の
一
部
が
戻
り
ま
す

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
の
装
真

代
や
マ
ッ
サ
九
ン
、
は
り
、
灸
に
か
か
っ

た
時
な
ど
の
費
用
の
一
部
が
、
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
医
師
の
診
断
書
又
は
意

見
書
・
領
収
書
、
そ
の
他
証
明
書
等
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
う
え
、
支
給
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
医
療
費
を
通
知

　
毎
年
７
～
１
１
月
に
、
医
療
費
の
通
知

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
医
療

で
受
診
し
た
医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
事
務
の
処
理
上
診
療
し
た
月

か
ら
２
～
３
ヵ
月
遅
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ヽ
入
院
時
食
事
療
養
費
の

ぐ
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

　
入
院
の
際
の
食
事
療
黄
菅
の
自
己
負

担
額
が
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○入院時食事療養費の自己負担額

９
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町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
第
1
0
同

企
画
展
と
し
て
「
甦
る
染
色
の
美
・
高

久
空
木
回
顧
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ロ
ウ
ケ
チ
を
主
と
し
た
染
法
に
よ
っ

旧稲葉中学校校旗(稲穂をかこんだ三角形の頂点は知、徳、体を表す)

て
至
高
の
染
色
世
界
を
く
り
ひ
ろ
げ
た

高
久
空
木
は
、
染
色
家
と
し
て
、
ま
た

一
人
の
人
間
と
し
て
豊
か
な
実
り
を
残

し
、
昭
和
の
時
代
を
初
夏
の
風
の
よ
う

に
駆
け
抜
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
明
治
4
1
年
栃
木
県
下
都
賀
郡
稲
葉
村

（
現
在
の
壬
生
町
）
に
生
ま
れ
た
高
久

空
木
は
、
日
本
美
術
学
校
図
案
科
を
卒

業
と
同
時
に
、
広
川
根
五
郎
（
後
に
東
京

芸
術
大
学
図
案
科
教
授
）
の
薫
陶
を
受

謐朧自自説|lmﾑ編上　　∧

四 -
国

ご

゛

|

゛

I

J

I

I I顎

kllj

●l ll ゛゛一|

｜

　　　　　　　　　％　　　　　　四　　　　　　％

゛……'…

…14゛副　

｀万

｀洲

腫

白

丿遁

自白

゛

|　紐

1

漣　Ｓ　Ｉ　

゛

円]雨涯

|||

-.

ll

錫回目目白｀j

l

､

ll

,､

1

1

1

1　

バ　　i､,

|…

……ﾐ

｀

,

i゛

゛゛　

回　

｀
‘'　　　　｀゛゛　｀゛

　|生顔⑩

　　　　　　'…………･,･M1､,,,､,､4･､､･,･-､･-､･-､･--･-,､,1･･1･,,1.11､一回==ﾛ=∃｡m回天｡面副詞ぶmlぷ心こ11ﾐ順　賜i｡脛豆翌

IU右から７番目・空木氏）旧稲葉中学校校旗完成記念式(昭和32年、

け
な
が
ら
染
織
図
案
に
従
事
し
た
後
、

創
作
を
始
め
ま
し
た
。
正
倉
院
に
伝
わ

る
最
も
伝
統
的
な
技
法
で
あ
る
ロ
ウ
ケ

チ
染
に
取
り
組
ん
だ
彼
は
、
主
に
チ
ャ

ン
チ
ン
を
使
っ
た
、
ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ィ

ッ
ク
染
を
発
展
さ
せ
た
更
紗
凰
な
作
品

に
よ
っ
て
、
文
展
に
初
入
選
、
特
選
入

賞
を
重
ね
、
一
躍
染
織
界
の
注
目
を
巣

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
戦
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近

代
絵
画
の
影
響
を
敏
感
に
受
け
入
れ
、

ブ
ラ
ッ
ク
、
マ
テ
ィ
ス
の
感
化
や
キ
ュ

ビ
ス
ム
の
造
形
性
を
取
り
入
れ
た
前
衛

的
な
作
品
を
残
し
、
ま
た
キ
ュ
ビ
ス
ム

を
手
が
か
り
に
、
内
な
る
自
然
の
造
形

を
模
索
し
て
行
き
ま
す
。
こ
の
時
期
の

彼
は
、
創
作
に
お
け
る
活
躍
と
と
も
に

日
展
審
査
員
・
日
展
会
員
に
推
挙
さ
れ
、

　
　
”
１
“
‘
‾
ｉ
　
　
。
。
　
９
１

　
　
　
　
　
・
・
ニ

　
　
　
　
　
　
￥

後
進
の
育
成
や
染
織
界
全
体
の
発
展
に

も
多
大
な
寄
与
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
苦
渋
の
末
に
伝
統
技
術
の

革
新
が
試
み
ら
れ
、
ロ
ウ
ケ
チ
染
の
特

徴
で
あ
る
線
の
大
き
や
ぎ
こ
ち
な
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
洒
脱
で
近
代
的
な
「
染

帯
」
制
作
へ
と
展
開
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
高
久
空
木
の
ロ
ウ
ケ
チ
染
に
登
場
す

る
花
弁
紋
様
は
、
空
本
に
由
来
す
る
よ

う
に
自
然
の
恵
み
の
な
か
か
ら
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
に
寄
せ
る
高

久
空
木
の
創
作
は
自
然
空
間
の
探
求
で

あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
没
後
４
年
を
迎
え
た
本
展
は
、
そ
の

死
を
改
め
て
悼
む
と
と
も
に
、
初
期
か

ら
最
晩
年
ま
で
の
染
色
作
品
な
ど
1
0
6
占

の
作
品
を
（
Ｉ
．
日
本
美
術
学
校
か
ら

広
川
松
五
郎
に
至
る
内
弟
子
時
代
、
Ｈ
．

示
風
会
結
成
と
日
展
時
代
、
ｍ
．
晩
年

の
「
帯
」
時
代
）
の
３
つ
に
分
け
て
展

示
し
、
稀
代
の
染
色
家
の
偉
業
を
回
顧

し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
　
「
私
に
と
つ
て
の
高
久
空
木
」

　
　
○
出
席
者
　
広
川
青
五
氏
（
日
展
評
議
員
染
織
家
）

　
　
　
　
　
　
　
高
久
尚
子
氏
（
染
織
家
・
空
木
氏
長
女
）

◇
日
　
時
　
1
0
月
2
6
日

◇
会
　
場
　
町
歴
史
民

◎
聴
講
有
料
（
入
館
料

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

笞
不
室

　
　
　
◇
問
合
せ
先
　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
�
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第
１
部
（
１
９
３
２
年
～
１
９
４
９
年
）

　
じ
牛
久
絹
学
校
か
ら
・
広
川
松
五
郎
に
至
る
内
弟
子
時
代

「
稔
問
仕
切
」

（
昭
和
１
３
年
・
第
２
回
斯
文
展
入
選
作
）

　
南
瓜
、
エ
ン
ド
ウ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
戦

㈲童遊嬉図壁掛）

「
村
童
遊
嬉
図
壁
掛
」

（
昭
和
１
１
年
秋
・
文
展
初
入
選
作
）

　
中
央
に
村
の
童
子
た
ち
が
数
名
た

わ
む
れ
、
周
囲
に
田
ん
ぼ
の
文
様
と

し
て
配
置
、
幾
何
学
形
態
で
縁
取
り

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
よ
く
使
わ
れ

た
手
法
で
あ
る
が
、
色
の
組
み
合
わ

せ
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

侍
中
の
家
庭
菜
園
の
モ
チ
ー
フ
を
組
長

に
デ
ザ
イ
ン
し
、
こ
れ
を
３
連
の
ス
ク

リ
ー
ン
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
上
の
小
粋

｜
画圓回圓回

Ｕ
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の
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、

季
節
感
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
地
色
と
が
よ
く
調
和
し

て
い
る
。

第
Ｈ
部
（
１
９
５
１
年
～
１
９
６
２
年
）

　
示
風
会
結
成
と
日
展
時
代

「
染
色
壁
面
装
飾
　
大
い
な
る
メ
ロ
ン
」

（
昭
和
2
8
年
・
第
９
回
日
展
審
査
員
出
品
作
）

　
む
ず
か
し
い
縦
長
の
形
態
を
と
り
な

が
ら
、
天
地
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
苦

「
額
面
　
家
屋
と
月
」

（
昭
和
2
8
年
・
第
２
回
示
風
会
出
品
作
）

　
家
の
中
と
外
、
時
間
と
空
間
を
同
時

（
額
面
　
家
屋
と
月
）

(染色壁面装飾

　　　大いなるメロン)

渋
に
満
ち
た
色
彩
を
使
い
な
が
ら
、
さ

わ
や
か
な
近
代
感
覚
が
感
じ
ら
れ
る
完

成
度
が
高
い
優
秀
性
。

に
表
現
し
た
、
初
秋
の
趣
ま
で
感
じ
ら

れ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
秀
作
。

(干し物)

（
染
色
　
犬
）

ｌ　ｉ

「
染
色
　
犬
」

（
昭
和
3
4
年
・
栃
木
県
出
身
大
家
作
品
展
）

　
シ
ル
エ
ッ
ト
風
の
垣
根
と
横
に
長
く

寝
そ
べ
っ
て
い
る
大
。
け
だ
る
い
夏
の

海
辺
な
ど
も
連
想
さ
せ
、
空
間
構
成
に

微
塵
の
す
き
も
な
い
。
洒
脱
で
し
か
も

近
代
的
で
あ
る
。
後
の
「
帯
」
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
な
が
る
作
品
。

　
「
干
し
物
」

　
（
昭
和
3
4
年
・
第
２
回
日
展
出
品
作
）

　
　
同
じ
明
度
の
も
の
で
も
、
バ
ッ
ク

　
の
色
－
日
向
と
日
陰
で
は
追
っ
て
見

　
え
る
原
理
を
応
用
さ
れ
た
も
の
。
さ

　
わ
や
か
な
作
品
。
題
材
も
極
め
て
珍

　
し
い
。

第
ｍ
部
（
１
９
７
８
年
～
１
９
９
３
年
）

　
晩
年
の
「
帯
」
時
代

　
表
紙
参
照

　
　
　
　
（
評
・
広
川
青
五
氏
》

11
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２
１
世
紀
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
と
と
も
に
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
少
子
化
時
代
に
お
け
る
子
育
て

を
行
う
両
親
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
４

月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
７
Ｔ
こ
や
か

子
育
て
支
後
金
制
度
・
の
初
め
て
の
該

当
者
に
こ
の
ほ
ど
、
町
か
ら
『
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
金
』
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
　
第
１
号
に
な
ら
れ
た
方
は
、
下
表
町

に
お
住
ま
い
の
小
藤
清
さ
ん
・
き
よ
み

さ
ん
ご
夫
妻
で
、
平
成
９
年
４
月
４
日
　
　
一
之
Ｊ
ミ
ミ
４
１
．
支
援
金
》

に
生
ま
れ
た
智
美
ち
ゃ
ん
が
、
こ
の
制

度
初
め
て
の
お
子
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

　懸

⊃

9
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１
　
１

'
&
Ｉ

◇
受
給
要
件
と
し
て

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方
。

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
平
成
９
年
４
月
１
日
以
降
に
第
３
子

　
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ
月
以
上

　
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

　
以
上
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
し
た
方

に
『
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
』
1
0
万

円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
児
童

福
祉
係
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
‥
目
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

壬
生
東
ク
ラ
ブ

第
Ｈ
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
８
月
８
日
か
ら
５
日
間

に
わ
た
り
、
全
国
か
ら
5
0
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
滋
賀
県
守
山
市
の
佐
川
急
使
守

山
球
場
で
行
わ
れ
、
栃
木
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
壬
生
束
ク
ラ
ブ
が
堂
々
の

準
優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
新
チ
ー
ム
結
成
以
来
、
無
敗
の
成
績

で
今
大
会
に
の
ぞ
ん
だ
壬
生
束
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
試
合
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

・
回
戦
か
ら
投
打
が
か
み
合
い
、

口
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
を
記
録
す

る
な
ど
快
進
撃
、
堂
々
決
勝
戦
へ
名
乗

り
を
上
げ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
愛
知

県
の
原
ク
ラ
ブ
と
対
戦
、
惜
し
く
も
０

対
８
と
敗
れ
ま
し
た
が
、
栃
木
県
代
表

と
し
て
壬
生
町
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。

　52回目の終戦記念［］の８月15［］、慰霊牌管理委

員会（三上義市会長）主催の平成９年度戦没昔追

悼、平和祈願祭が東雲児童公園内（三好町）の慰

霊碑前において、町遺族会、筆意会、日傷会など

から多数の方が出席して行われました。

　先の大戦で祖国の礎となって身命を捧げた800

余柱の英霊に対し、三上会長より今日の平和と発

展に感謝するあいさつの後、全国戦没昔昔障式に

合わせ、出席者全員で正午から１分間の黙とうと

焼香を行い、さらなる平和を願いました。
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火
災
な
ど
の
非
常
時
に
お
い
て
万
全

を
期
す
た
め
、
町
消
防
団
（
中
根
幸
男

団
長
）
の
夏
期
点
検
が
８
月
１
日
、
町

総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
員
・
服
装
点
検
、
機
械
器
具
（
消

防
車
、
ポ
ン
プ
等
）
の
点
検
に
続
い
て
、

消
防
活
動
の
要
で
あ
る
ポ
ン
プ
操
法
が

披
露
さ
れ
、
団
員
た
ち
は
号
令
に
合
わ

せ
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
各
手
順

を
こ
な
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
点
検
者
で
あ
る
清
水
町
長

が
「
良
好
な
成
績
。
一
旦
緩
急
あ
れ
ば

即
座
に
出
勤
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
の
で
、
さ
ら
に
精
進
を
続
け
て
ほ

し
い
。
」
と
、
講
評
・
訓
示
を
述
べ
ま

し
た
。

　
　
　
）

　
４
万
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
日
頃
よ
り
訓
練
に
励
み
、
愛
郷
の

精
神
で
活
勤
し
て
い
る
消
防
団
へ
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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佃
白
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回
目
回
ｍ
ｌ
　
　
尚
ｌ
ｊ
ｊ
笥
弓
４
ａ
ａ
ｈ
ｍ
目
脂
１
１
Ｊ
詣
回
護
一
回
溺
ヨ
ヨ
溺
治
＝
‘
、
　
　
　
ｗ
ｗ
Ｍ
Ｍ
ｇ
Ｓ
ｍ
皿
１
－
ミ
ｊ
Ｕ
ぷ
回
漓
沿
則
ｓ
ｊ
尚
回
頂
順
届
言
瀧
題
膳
頂
皿
個
循
頂
尚
１
頂
眉
溺
言
頴
尚
皿
皿

示
三
訃
参
朧
五
訃
圭
廬
博
蓬
疆

談
濯
宗
証
言
訃
訃
朧
影
胆
肘
聯
尉
撒
診
服
朧
騏
竪
貯
訃
匠
脂
ド
レ
計
い
胆
言
訟
証
願
匹
匠
訃
訟
獣
診
訟
鋲
訟
副
朧
臣
凪
屁
匠
診
匡
鼠
匠
匠
匠
胆
朧
胆
訳
胆
朧
訃

　
壬
生
中
学
校
（
野
口
周
男
校
長
）
は

８
月
４
日
、
南
犬
飼
中
学
校
（
宗
像
景

満
校
長
）
で
は
８
月
６
日
・
７
日
に
わ

た
り
、
２
年
生
が
町
内
の
事
業
所
の
協

力
を
得
て
、
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
職
場
体
験
学
習
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
現
場
を
見
学
し
た
り
、
実
際
に
体

験
し
た
り
し
て
、
中
学
生
時
代
に
自
分

の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
さ
ら

に
、
職
場
で
働
く
人
だ
ち
か
ら
、
将
来

の
職
業
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
、

自
分
の
生
き
方
に
役
立
た
せ
る
こ
と
を

－

　

－

－

－

社
会
に
出
た

　
　
気
分
に
な
っ
て

　
南
犬
飼
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
小
林
　
愛
雲

　
私
は
、
栃
木
コ
ー
プ
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
店
で
職
場
体
験
学
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
相
手

の
商
売
な
の
で
、
初
め
に
い
ろ
い
ろ

・
な
あ
い
さ
つ
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
、
「
は
い
」

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
私

　
た
ち
は
、
こ
の
三
つ
の
あ
い
さ
つ
の
、

　
そ
れ
ぞ
れ
お
じ
ぎ
の
角
度
が
違
う
こ

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
学
習
で
は
、
仕
事
ば
か
り

で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い

な
ど
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
こ
の
体
験

は
、
生
徒
た
ち
に
大
き
な
収
穫
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
職
場
体
験
学
習
の
実

施
に
当
た
り
、
生
徒
が
希
望
す
る
職
種

に
見
合
う
だ
け
の
受
け
入
れ
事
業
所
が

あ
る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
事
業

所
の
快
い
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
プ
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
一

歩
店
に
出
る
と
、
私
も
り
っ
ぱ
な
店

員
に
な
っ
た
気
が
し
て
、
心
が
弾
ん

で
き
ま
し
た
。
初
め
は
と
て
も
緊
張

し
て
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と

言
う
の
も
や
っ
と
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
な
ん
と
な
く
慣
れ
て
き
て
仕

事
を
も
ら
っ
て
お
店
に
出
る
の
が
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
店
の
方
た
ち
は
、
皆
さ
ん
親
切

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
与
え

て
く
れ
た
り
、
一
つ
一
つ
ど
こ
に
並

べ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

し
ま
す
。

る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
三
時
間
の
問
に
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
こ
ん

な
に
短
く
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
店
員
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
私

-

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税
金
に
関

す
る
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動

的
に
お
答
え
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
、

朝
６
時
か
ら
夜
1
2
時
ま
で
の
間
受
け
付

け
て
お
り
、
日
曜
・
祝
日
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
現
在
は
、
各
税
目
に
わ
た
り

身
近
な
テ
ー
マ
を
中
心
に
広
範
な
項
目

（
６
０
０
余
項
目
）
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
終
え
て

　
　
壬
生
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
中
村
　
聡
美

　
私
は
、
仕
事
は
何
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
町
長
さ
ん
や
助
役
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
っ
た
り
、
議
長
さ
ん
の

部
屋
や
議
場
を
見
学
し
た
り
し
ま
し

　
利
用
方
法
は
、
簡
単
で
す
。
ま
ず
、

最
寄
り
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
電
話

し
、
案
内
に
従
い
コ
ー
ド
番
号
を
順
番

に
押
し
ま
す
（
ま
た
は
回
し
ま
す
）
と

解
説
が
流
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
に
必
要
な
コ
ー
ド
表

は
栃
木
税
務
署
や
役
場
な
ど
の
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
回
答
文
や
コ
ー
ド
表
を
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
《
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号
》

　
・
宇
都
宮
�
0
2
8
－
６
２
７
－
７
７
９
９

　
《
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
》

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
文
書
回
答
）
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
電
話
番
号
へ
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
　
宮
�
０
４
８
－
6
4
7
－
４
４
４
４

の
壬
生
町
の
予
算
が
何
と
１
１
１
億

円
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
西
暦
２
０

０
０
年
（
平
成
1
2
年
）
に
「
第
1
7
回

全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
が

行
わ
れ
る
そ
う
で
、
現
在
の
お
も
ち

や
博
物
館
の
辺
り
に
で
き
る
と
聞
い

て
、
「
あ
、
近
い
や
」
と
思
い
、
今

か
ら
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
さ
ん
に
お
会
い
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
聞
き
、
議
場
に
入
っ
た

時
は
、
な
ん
か
、
と
て
も
名
誉
な
感

て
、
社
会
人
に
な
る
と
き
の
た
め
に
、
・

参
考
と
し
て
十
分
役
立
て
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

－　－　－　－
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「
終
戦
後
の
全
も
な
い
、
物
も
な
い

時
代
を
振
り
返
る
と
今
の
生
活
は
本
当

に
幸
せ
で
、
毎
日
感
謝
し
な
が
ら
過
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

し
て
い
ま
す
。
」
と
語
る
義
惟
さ
ん
・

エ
イ
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
大
正
1
0
年
に
生
ま
れ
た
義
惟
さ
ん

一

密達者　　ソ

カッフル⑨

篠北
原原

義
惟
さ
ん
（
囲
）

エ
イ
さ
ん
゜
こ
夫
妻

青

春

ス

ケ

　ツ

チ
萌

　　　　　信頼関係を大切に

　　　　　　　　旭町　　戸崎　かおりさん

　｢人と人との信頼関係を犬切に生きていきたい｡｣

というかおりさんは現在、医療従事者を目指し勉

強中です。

　趣味は、読書、音楽、カラオケ、料理とありま

すが、とくに好きなジャンルや十八番などはなく、

｢普通に｣楽しんでいるということです。

　今はワープロの操作を覚えるのに必死だそうで、

現在、一番の趣味はワープロと言えるかも知れま

せん。

睦小学校６年

　　落　合　ひとみ

指診□ﾀﾞ　………言言E奏謳i｀,嘔万傾斜懸想二半゛

皇遇]ぬ刈j‾爽ヽ旨jl　撫o面

白|§藤感言謳脇祠　　早溺　贈飯岡湊-1

素

鸚才謳陽づliSﾉ

ﾆ

）J゛……･

1　回聡這丿

徳

膿漂靉墜F堪白鸚詣

｢野菜を食べて海の上を走ったり

空をとぶ車｣

　　睦小学校２年

　　　　大　潭　雅　幸

肌
◎
⑩
昌

14



炎
天
下
奉
仕
作
業
に
励
む

　
子
ど
も
だ
ち
と
父
母
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

は
、
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
・
稲
葉
青

年
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
ロ
年
に
海
軍

に
入
隊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
犬
飼

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
実
家
で

農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
エ
イ
さ
ん

と
結
婚
、
終
戦
後
に
造
園
業
を
始
め
ま

し
た
。

　
義
惟
さ
ん
は
今
ま
で
に
自
治
会
長
、

農
業
委
員
な
ど
色
々
な
役
員
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
務
め
も
今
年
で

全
て
終
え
、
造
園
業
の
方
も
長
男
夫
妻

が
後
を
継
い
で
い
る
の
で
、
い
ま
は
趣

味
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
義
惟
さ
ん
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
週
２

回
の
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
エ
イ
さ
ん
の
趣
味
は
編
み
物
で
、
そ

の
ほ
か
庭
の
手
入
れ
を
し
て
、
適
度
に

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
入
の
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
は
時

代
制
で
、
「
水
戸
黄
門
」
や
「
大
岡
越

前
」
な
ど
を
、
そ
ろ
っ
て
よ
く
見
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

仲
間
だ
ち
と
の
旅
行
で
は
、
今
ま
で
に

ハ
ワ
イ
、
香
港
、
北
京
な
ど
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
も
楽
し
み
の
う
ち

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
庭
で
の
野
菜
作
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
と
、
毎
日
、
張
り
の
あ

る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

炎
天
下
奉
仕
作
業
で

　
　
　
　
　
　
剣
の
心
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
（
三
上
義
市
　
　
　
終
了
後
、
先
の
大
戦
で
今
日
の
平
和

師
号
並
び
に
同
育
成
会
（
細
井
玲
子
　
　
の
礎
に
な
ら
れ
た
英
霊
に
対
し
て
敬
意

会
長
）
で
は
８
月
３
日
、
心
の
教
育
と

し
て
恒
例
の
東
雲
児
童
公
園
や
慰
賞
牌

周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
折
か
ら
の
炎
暑
の
中
、
生

徒
父
母
約
5
0
名
が
一
本
一
本
の
雑
草
を

取
る
こ
と
は
、
心
の
中
の
悪
い
雑
草
を

取
り
、
美
し
く
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

と
約
２
時
間
の
清
掃
奉
仕
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

の
念
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
2
1
世
紀
に

よ
り
良
い
郷
土
を
築
く
た
め
が
ん
ば
り

ま
す
と
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

チピッ子アルハム‥

聡
甫
？
っ
や
ん
（
２
歳
）

（
父
）
大
関
　
　
裕
　
さ
ん

（
母
）
　
ク
　
　
理
恵
子
さ
ん

（
上
田
）

爽良ち匹（３ヶ月）

　よサﾝﾊﾞ≫圭太宅）

お母さんから一言

パパの様に思いやりのある優しい子に育ってね。

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
ど
ろ
ん
こ
が
大
好
き
で
す
。
毎
日
元
気
に
道
ん
で
い
ま
す
。

「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを

添えて、町総務部企画財政源広報広防楯（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。15



　
の
ぞ
み
ホ
ー
ム
は
、
４
年

前
よ
り
、
民
間
の
痴
呆
性
老

人
デ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
で
、
今
回
、

自
動
車
総
巡
の
福
祉
支
援
活

動
の
一
環
と
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一

　
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
全
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
介
総

逓
合
会
（
自
動
車
総
連
）
栃
木
地
方
協

議
会
（
森
田
一
穂
議
長
）
か
ら
、
六
美
町

の
福
祉
施
設
「
の
ぞ
み
ホ
ー
ム
」
に
、
エ

ア
コ
ン
と
掃
除
機
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

の
ぞ
み
ホ
ー
ム
ヘ

　
　
　
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
寄
贈

　
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
、
廃
棄

さ
れ
た
家
電
品
内
に
残
る
フ
ロ
ン
ガ
ス

を
処
理
し
、
環
境
保
全
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
廃
家
電
適
正
処
理
協
力
協

議
会
（
栗
原
昭
会
長
）
か
ら
、
町
に
フ

ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
８
月
４
日
、
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
は
、
冷
蔵
庫
・

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に

通
じ
る
配
管
か
ら
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
ボ
ン

ベ
に
回
収
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
贈
呈
式
の
後
、
同
協
会
か
ら
回
収
機

の
操
作
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
か
あ

り
、
関
係
職
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

少年剣士が活躍

　　　　　　試合場三位に入賞

　　(回)全日本剣道道場道盟主催の第32回全日本少年

　剣道錬成犬合が７月30日・31日の両日、全国から予選

　を勝ち抜いた約９００チームが参加して、日本式選鉱

　で聞かれました。

　　大会は、小・中学生各々団体と個人戦が行われ、団

・休戦は、出場チームを16試合会場に分けて行われまし

　た。

　　中学生団体の部に出場したおもちゃのまち剣道教室

　(力[1薄倖館長]チームは、日ごろの厳しい練習で養っ

　た力を思う存分発揮し、試合会場第３位という素晴ら

　しい成績をおさめました。

づ出場選手

　(水村省一監督)

圭介

､回　（南犬飼中2年）
§

゛II=1村佑一郎

　　　（南犬飼中２年）

皿ｋ井　犬輔

　　　（壬生中３年）

皿9〒野　智久

　　　（南犬飼中3年）

皿馨之利　祐介

ぷ’　　　（南犬飼中３年）

ブロック準優勝に輝く

フ

ガ
ス
回
収
機
が
贈
ら
れ
る

　(靉)日本武道館、(皿)全日本剣道連盟主催の平成９

年度全日本少年剣道錬成大会が７月26日・27日の両日、

全国から約８００チームが参加して、日本武道館で聞

かれました。

　大会は出場チームを16試合場に分け、試合は基本を

重視した基本判定試合と１本勝負、ベスト８より３本

勝負形式で行われ、本町から参加したおもちゃのまち

剣道教室(力[1藤憚館長]チームは、第６ブロック第11

試台場に出場、日ごろ鍛えた実力を貪慾なく発揮、試

台場決勝までの５試合を圧倒的な強さで勝ち進み、ブ

ロック決勝へと駒を進めました。

　決勝戦は東京都東根舘道場と対戦、惜しくも敗れま

したが、準ｲ憂勝という輝かしい成績をおさめました。

　　　　　　　　　　　　　　　　○出場選手

　　　　　　　　　　　　　　　　(木村　訓監督)
・五十嵐信宏

　　(睦小6年)

・福永　大輔

　　(壬生北小6年)

・瀬川　智広

　　(睦小5年)

・瀧内　雄三

　　(安塚小5年)

・青柳　貴行

　　(安塚小5年)

・中川　裕貴

　　(安塚小6年)

16



木
村
香
奈
恵
さ
ん
（
壬

「
子
ど
も
国

生
小
６
年
）

会
」
に
出
席

, J

開
設
5
0
周
年
を
記
念
し
て
、
７
月
2
9
　
　
　
全
国
の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年

日
、
参
院
が
行
な
っ
た
「
子
ど
も
国
会
」

の
審
議
に
、
本
町
か
ら
壬
生
小
学
校
６

年
の
木
村
香
奈
恵
さ
ん
（
1
2
歳
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

木
村
香
奈
恵
さ
ん
（
右
）
と
和
久
井
校
長
先
生

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
2
5
0
名
あ
ま
り

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
参
院
本
会
議
場

で
の
開
会
式
の
後
、
テ
ー
マ
別
に
Ｈ
の

委
員
会
に
分
か
れ
て
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
水
村
さ
ん
は
、
参
院
委
員

会
室
で
聞
か
れ
た
「
自
然
と

環
境
第
一
委
員
会
」
で
、
自

然
保
護
を
テ
ー
ー
マ
に
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
で
マ
ス
の
つ
か
み
取
り

　
８
月
2
1
日
、
羽
生
田
小
学
校
区
羽
生

田
育
成
会
（
篠
原
正
明
会
長
）
　
の
子
ど

も
た
ち
約
5
0
名
が
参
加
し
て
、
羽
生
田

小
の
プ
ー
ル
で
マ
ス
の
っ
か
み
取
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
着
に
着
替
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、

約
3
0
0
匹
の
マ
ス
が
放
さ
れ
た
プ
ー
ル

に
勢
い
よ
く
飛
び
込
み
、
思
い
思
い
に

マ
ス
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
尾
ひ
れ
の

と
こ
ろ
に
赤
い
テ
ー
プ
の
し
る
し
が
付

い
て
い
る
マ
ス
を
つ
か
ま
え
た
子
ど
も

に
は
、
す
ば
ら
し
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
か
ま
え
た
マ
ス
は
、
父
兄
の
方
々

に
塩
焼
き
に
し
て
も
ら
い
、
作
り
た
て

の
焼
き
そ
ば
と
い
っ
し
ょ
に
味
わ
い
ま

し
た
。

　町歴史民俗資料館では、夏休みの期間を利用し、親と子

が一緒になって壬生の民俗や歴史に関わる体験をしようと、

「親と子のナイター体験教室」を行いました。

　教室では、麦からを使った「蛍かご」や「縄文土器」・

「まが王」作り、昔の道具を使った「カンピョウむき」など

にお父さん・お母さんと子どもたちが一緒になって挑戦し

ていました

　特に、蛍かご作

りでは、本物の蛍　＿

を作ったかごに入

れ、蛍の光を鑑賞

し、蛍を初めてみ

た子どもたちの多

くは、「本当に蛍

って光るんだ」と

驚いて見ていまし

た。

　８月28日、町ゲートボール協会（渡部和平会長）

主催の第９回協会長杯ゲートボール大会が、町総合

運動場において26チームが参加して行われました。

　この大会には、第13回栃木県民スポーツ大会への

出楊梅がかかっており、県民大会への出場を目指し、

照りつける日射しよりも熱い戦いをコートいっぱい

に繰り広げていました。

成　績　優　勝　あけぼのチーム（県民大会出場）

　　　　準優勝　幸四会チーム

　　　　三　位　安塚チーム

ｊ

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

電
話
に
て
宣
伝
文
句
な
ら
べ
る
を

留
守
番
の
者
で
す
と
こ
と
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

わ
が
家
系
絵
の
才
能
は
な
い
ら
し
い

孫
の
描
く
熊
豚
に
似
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

茄
子
胡
瓜
漬
け
貯
め
を
し
て
冬
に
帽
う

母
の
教
え
を
今
も
守
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

バ
キ
ュ
ー
ム
で
鼻
よ
り
管
入
れ
痰
を

取
る
生
え
の
戦
い
い
つ
ま
で
っ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
　
千
明

俳
　
　
句

寝
そ
べ
つ
て
草
食
む
牛
や
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

雲
の
峰
背
負
い
て
石
工
石
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

木
洩
れ
る
村
社
の
柄
杓
秋
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

十
階
に
独
り
佳
む
姉
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

／

１
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